
 

 

 

 

 

アオダイショウは日本
にほん

を代
だい

表
ひょう

するヘビのひとつです。木
き

登
のぼ

りが上
じょう

手
ず

で、木
き

の上
うえ

の鳥
とり

の巣
す

をおそうこともあります。また、家
いえ

のかべを登
のぼ

って民
みん

家
か

に入
はい

り、

穀
こく

物
もつ

をかじるネズミも食
た

べてくれるため、人々
ひとびと

に大
たい

切
せつ

にされる身
み

近
ぢか

なヘビで

した。古
ふる

くから「家
いえ

の守
まも

り神
がみ

」・「すみつくと家
いえ

が栄
さか

える」とも言
い

われます。 
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アオダイショウ 

おとなしいが危
き

険
けん

を感
かん

じると反
はん

撃
げき

し、青
あお

くさいにおいが出
で

る。 

アオダイショウ 

ナミヘビ科
か

 

（※模
も

様
よう

：おとな） 

※詳
くわ

しくはうら面
めん

を 

見
み

てね！ 

  
●昼

ひる

に活
かつ

動
どう

。田
た

んぼや 畑
はたけ

、民
みん

家
か

周
しゅう

辺
へん

の木
き

の上
うえ

・地
ち

上
じょう

で生
せい

活
かつ

。 

●7～8月
がつ

に 4～17個
こ

の卵
たまご

を産
う

む。 

生
せい

活
かつ

 

 

       

カエル・ネズミ・ 

小
こ

鳥
とり

やその卵
たまご

など 

食
た

べ物
もの

 

 

     なし 毒
どく

  

 

       北
ほっ

海
かい

道
どう

・本
ほん

州
しゅう

・四
し

国
こく

・九
きゅう

州
しゅう

と 

周
しゅう

辺
へん

の島
しま

（日本
に ほ ん

だけにいる種
しゅ

類
るい

） 

分
ぶん

布
ぷ

 

 

        約
やく

100～220㎝ 

（生
う

まれた時
とき

は 40 ㎝足
た

らず。平
へい

均
きん

的
てき

にはオスがやや長
なが

い。） 

●日本
に ほ ん

で最
もっと

も大
おお

きくなるヘビ。 

全
ぜん

長
ちょう

 

 

角
かく

ばった顔
かお

つき。 

目
め

はオリーブ色
いろ

。 



青
あお

緑
みどり

がかったこい茶
ちゃ

色
いろ

に近
ちか

いものが多
おお

く、ぼんやりした

縦
たて

じま模
も

様
よう

があります。全
ぜん

身
しん

が青
あお

っぽく見
み

えることから「青
あお

大
だい

将
しょう

」と名
な

づけられたと言
い

われています。 

「目
め

が赤
あか

く体
からだ

が白
しろ

い個
こ

体
たい

（＝アルビノ）」もいます。 

シロヘビは神
かみ

様
さま

の使
つか

いとされることもあり、特
とく

にシロヘビしか生
う

まれない 

「岩
いわ

国
くに

（山
やま

口
ぐち

県
けん

）のシロヘビ」は有
ゆう

名
めい

で国
くに

の天
てん

然
ねん

記
き

念
ねん

物
ぶつ

に指
し

定
てい

されています。 

 

こどもは「ニホンマムシ」の模
も

様
よう

にそっくりです。 

毒
どく

ヘビの模
も

様
よう

に似
に

ていることで、敵
てき

から身
み

を守
まも

ることができると考
かんが

えられています。 

 

 

 

ヘビはおとなしいものの、近
ちか

づくと身
み

を守
まも

ろうとして攻
こう

撃
げき

してくることがあります。

毒
どく

がないヘビでも野
や

生
せい

動
どう

物
ぶつ

なので、かまれると感
かん

染
せん

症
しょう

になることもあります。 

また、ヘビは色
いろ

の変
へん

化
か

が多
おお

く、模
も

様
よう

だけで毒
どく

ヘビを見
み

分
わ

けるのはとても難
むずか

しいので気
き

をつけましょう。 

引
いん

用
よう

・参
さん

考
こう

 池
いけ

内
うち

了
さとる

他
ほか

 2011年
ねん

『小
しょう

学
がく

館
かん

こども大
だい

百
ひゃっ

科
か

キッズペディア』/ 

松
まつ

井
い

正
まさ

文
ふみ

他
ほか

 2004年
ねん

『小
しょう

学
がく

館
かん

の図
ず

鑑
かん

・NEO⑥両
りょう

生
せい

類
るい

・はちゅう類
るい

』他
ほか

 

 

 

 

         

  

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

   

 

 

 

 

 

 

 

 

体
からだ

の色
いろ

・模
も

様
よう

(※) 

毒
どく

がなくても注
ちゅう

意
い

！ 

アオダイショウ 

(模
も

様
よう

：こ
●

ど
●

も
●

) 

ニホンマムシ 

(模
も

様
よう

：こども～おとな) 

 

おとな 

こども 

そっくり！ 

⇒★お約
やく

束
そく

★ヘビに会
あ

ったら近
ちか

づかないで、

そっとしてあげようね！ 

毒
どく

なし 毒
どく

あり 

 
●「けんぱくものしりシート」の内

ない

容
よう

は 

発
はっ

行
こう

当
とう

時
じ

のものです。 

●「けんぱくものしりシート」は解
かい

説
せつ

員
いん

が 

執
しっ

筆
ぴつ

しております。 

モッちゃん 
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